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避難所開設の準備段階

★ 施設の安全確認とライフラインの確認

・ 原則として、職員が施設の安全確認を行ったうえで避難所を開設します。

・ 電気、水道、下水道、ガス、暖房、通信機器の使用可否についても確認します。

★ 教室や物品の借用について施設管理者と協議

・ 施設管理者に備蓄庫を開けてもらいます。

・ 机やイスなどの備品借用について、施設管理者と協議します。

・ 避難所として、どの部屋をどの目的で使用するか、割り当てを確認します。
新型コロナウイルス等の感染症対策を優先させ、当初の予定からレイアウトを
変更する場合は、施設管理者と協議のうえ対応します。
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★ 感染症対策に必要な物品、掲示物、様式等

・ 消毒液、非接触体温計、マスク、フェイスシールドなど、感染症対策に必要な
物品は、備蓄庫に保管されています（今後も、整備の拡充が検討されています）。

・ ガイダンスで示す掲示物、受付番号カード、関係様式は、今後整備し「避難所
開設用品・マニュアル保管箱」（避難所入り口付近に設置）及び備蓄庫に保管す
る予定です。

備蓄庫の衛生用品

避難所開設用品・
マニュアル保管箱



感染症対策を踏まえた避難所の体制

① 一般受付と臨時受付

発熱者や濃厚接触者は一般受付とは別に設置した臨時受付で対
応します。

② ソーシャルディスタンスの確保

受付などで並ぶ際は、距離をとるよう呼びかけます。

③ 動線の分割（立入り可能エリアの区分）

感染症室利用者と一般避難者の動線を分け、お互いの立ち入り
を制限します。

④ 感染予防対策（消毒、検温等）

手指消毒用アルコールの設置、検温の実施、マスク着用励行の
呼びかけなど、感染対策をとります。

⑤ 感染症室を複数設置

発熱者用の感染症室のほか、濃厚接触者用の感染症室を別に設
けます。

⑥ 避難スペースでの間隔確保

避難者の滞在スペースは、できれば２ｍ（最低１ｍ）の間隔を
空けるようにします。

⑦ 避難スペースの番号管理

万が一の感染発生時に、感染者の周辺にいた人を特定するため、
避難スペースに付番し、番号管理します。

⑧ 防護具の着用

受付や避難者誘導を行うスタッフは、マスク、フェイスシール
ド、プラスチック手袋などの防護具を身に着けます。

避難者が万が一新型コロナウイルスに感染している場合、避難所内で感染が拡大

する恐れがあるため、発熱や咳などの症状がある人や「（新型コロナウイルス感染

者の）濃厚接触者です」と申し出のあった人については、一般の避難者とは別のス

ペースで滞在していただく必要があります。

また、避難者同士の距離を離したり、マスクの着用を呼び掛けたりなど、感染症

対策が求められます。
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以下、新型コロナウイルスの感染症対策を踏まえた避難所の設営と運営の説明とな
りますが、この資料で示すものをひとつの例として、可能な範囲で設営することとな
ります。
なお、新型コロナウイルス感染症の今後の動向等により、取り扱いが変更になる場
合があります。



避難所の設営のポイント（感染症対策）

避難所入り口（玄関）

避難者が一列に整列しやすい
ように、玄関の一部を規制し
ます。

床には並ぶ際の立ち位置を
テープなどで示します。

避難所は土足禁止です。上
靴のない人にはスリッパの
使用を勧めます。

消毒用アルコールを置き、
手指の消毒を呼びかけます
（声掛け＆掲示物）。

発熱のある方、咳などの症
状がある方や濃厚接触者の
方には、申し出ていただく
よう呼びかけます（声掛け
＆掲示物）。

外靴を入れるビニール袋を
用意し、外靴は避難所内に
持ち込んでもらいます。
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避難所では、感染症対策として衛生環境を保つため、土足禁
止を徹底します。
冬期の避難所はかなり冷え込むため、スリッパで過ごすのが
困難な場合があることから、上靴を持参することを勧めます。

避難所に避難するに際して

検温により37.5℃以上の発熱
がある人や、体調不良の申し
出者、濃厚接触者の申し出者
は、臨時受付にて対応します。



避難所の設営のポイント（感染症対策）

一般受付

受付テーブル（写真左のテーブ
ル）にも、消毒用アルコールを
置いて、手指消毒を呼びかけま
す。

マスク着用も呼びかけます。マ
スクを忘れてきた人のために、
使い捨てマスクを用意します。

早急に避難所を開設するため、受付の机
に飛沫拡散防止フィルムを張ることが難
しいことが考えられます。

受付担当は、マスク、使い捨て手袋の他、
フェイスシールドを装備して対応します。

咳エチケットや手洗いの呼びか
け、避難者名簿の記載依頼など、
避難者にお知らせしたい事項に
ついての掲示物を掲示します。
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避難所の設営のポイント（感染症対策）

臨時受付

一般受付とは別に臨時受付を設置し、発
熱者や体調不良者、濃厚接触者の対応を
します。

これらの方は、臨時受付に向かっていた
だくよう誘導表示（床の矢印等）をしま
す。

臨時受付の形態は、一般受付とほぼ変わ
りませんが、避難者の体調が悪い場合が
あるため、避難者用として椅子を用意し
ます。
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写真には写っていませんが、一般受付
（一般避難スペース）と臨時受付（感染
症室側）との間にイエローゾーンを設け
ます。

避難所スタッフが、感染症室エリアから
一般避難スペースエリアに移動する際に
は、イエローゾーンでマスク、フェイス
シールド、プラスチック手袋などを脱着
します。



避難所の設営のポイント（感染症対策）

一般避難スペース（体育館）

体育館には、一定の間隔を空けて
毛布を並べておきます。

毛布１枚が、避難者１名分の概ね
のスペースとして、位置と広さの
目安にします。

避難者が来たら、順次毛布の所に
案内します。

２人組の場合は、毛布を引き寄せ
て並べるなどの対応をします。

避難者名簿や健康チェックリスト
に記入してもらうため、記載用
テーブルを用意します。

ゴミ捨て場を設置します。

ゴミの分別は
・燃やせるゴミ
・包装容器プラスチック
・ビン缶ペットボトル
・燃えないゴミ
これらの他
・感染予防対策が必要なゴミ（使
用済みマスク、ティッシュ、弁当
容器など）は別にまとめ、ゴミ袋
を２重にします。

避難者向けの各種情報掲示板です。

感染予防、衛生管理に関する情報や、健康維持に関
するアドバイスなどの情報を掲示します。

避難者からの情報発信、情報交換を容易にするため、
自由に使える掲示板も用意します。
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避難所の設営のポイント（感染症対策）

一般避難スペース（体育館）

避難所の支援物資が届き物資が整えば、以下のような避難スペースを設営するため、
改めて避難スペースの割り振り調整を行う場合があります。

１人用スペースの例

・ダンボールベッド
・寝袋
・毛布
・パイプ椅子
・カーテン（支柱はダンボール製）
による間仕切り

２人用スペースの例

・ダンボールベッド（１台）
・寝袋
・毛布
・パイプ椅子
・ダンボール製間仕切り
・一部、体育館備品借用

４人用スペースの例

・寝袋
・毛布
・パイプ椅子
・ダンボール製間仕切り
・一部、体育館備品借用
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避難所の設営のポイント（感染症対策）

感染症室（発熱者用、濃厚接触者用）

感染症室は、体育館（一般避難ス
ペース）から離れた教室等に設営
し、可能な限り換気をよくします。

発熱者用の部屋と濃厚接触者用の
部屋は別室とし、可能な限りフロ
アも分けます。

いずれも、パーティションなどで
飛沫拡散防止の措置を取ります。

ゴミ箱は個別に用意し、可燃物・
不燃物に分類します。ゴミ袋は２
重にします。

発熱者用（ダンボールベッド使用） 濃厚接触者用

常時職員がいるスペースからは距離がある
ため、職員呼び出し用の呼び鈴を置きます。

一般避難のエリアと感染症室利用者のエリア
を分けて、立ち入り規制をします。
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避難所の設営のポイント（感染症対策）

トイレ関係

トイレ入口では、専用のスリッパ
を使用するよう掲示します。

断水の場合は、写真にあるような
簡易トイレを使用します（実際は
トイレの個室の中に設置します）。

上靴のまま履けるスリッパを用意
してもよいでしょう。

簡易トイレを使用する場合は、
使い方の説明をトイレ内に掲示
します。

簡易トイレを設置していない個
室などは、使用禁止にします。

感染症室専用トイレなどは、一般避
難スペースから距離があることから、
万が一の際に職員を呼ぶために防犯
ブザーを用意します。

トイレは、一般避難者用と感染症室用それぞれ別々に設営
します。9



避難所の運営のポイント（感染症対策）

避難者の受付（一般）

非接触体温計を使って、避難者を検温します。
できれば、受付の手前で避難者が並んでいる状態
で検温します。
体温計は気温（室温）16℃～35℃で使用可能。
検温結果（体温）は、避難者に伝えます。
もし、37.5℃以上あれば、「発熱者」として、臨
時受付に誘導します。

土足禁止のため、上靴やスリッパに履き替えても
らい、外靴は持ち込みます。

受付担当は、マスク、使い捨て手
袋、フェイスシールドを装着。

グループの人数を確認し、
・受付番号カード
（水色のカード）
・避難者名簿
・健康チェックリスト（人数分）
・避難所のルール（注意書き）
以上を渡します。

避難者名簿と健康チェックリストは、避難スペース
で記入していただき、後で職員が回収することを説
明します。

避難者を避難スペース（体育館等）に誘導します。

受付番号ごとに、グループの人数
を一覧表（様式４－１）に記載し
ます。
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避難所の運営のポイント（感染症対策）

一般避難スペース（体育館等）での対応

体育館には毛布が並べられてるので、
避難者を順次毛布のあるところに誘
導します。

複数人のグループであれば、人数分
の毛布を組み合わせます。

それぞれの避難スペースは２ｍ（最
低１ｍ）離れるように配置します。

受付番号カードは床に置きます。

人数分の寝袋を配布します。

養生テープを用いて、個々の避難ス
ペースをマーキングします。
大きさの目安は、一人当たり寝袋の面
積の２倍程度（おおよそ３㎡）。

避難者に養生テープを渡して、各自
貼っていただいていいでしょう。

受付番号カードも床に貼ります。

避難者が多くなった場合は、改めて場
所割りを調整する場合があります。

カードの裏には、その旨の説明書きが
あるので、裏も見えるように一カ所止
めにします。

記載用テーブルで避難者名
簿、健康チェックリストに
記入してもらい、これらを
職員が回収します。
（避難者名簿の番号と床の
受付番号カードを付け合わ
せします。）

健康チェックリストで配慮
や対応を要する記述があれ
ば、状況を聞き取ります。
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避難所の運営のポイント（感染症対策）

臨時受付および感染症室（発熱者、濃厚接触者等）の対応

●検温で37.5℃以上の発熱が確認さ
れた人
●発熱や咳などの体調不良の申出が
あった人
●新型コロナウイルス感染者の濃厚
接触者であるとの申出があった人

これらの方は、一般受付とは別に設
けた臨時受付で対応し、万が一の感
染拡大を予防するため、感染症室で
滞在していただくことを説明します。

避難者名簿、健康チェックリストは
臨時受付で記入してもらいます。

・受付番号カード
（一般受付のものを使用）
・避難所のルール（注意書き）
・感染症室を利用される方へ（注意書き）
以上を渡して、感染症室へ誘導します。

職員からは２ｍ以上の距離を保って付いて
きてもらいます。

一般避難スペース（体育館等）とは
別の教室等に設けた感染症室に案内
します。

感染症室では、パーティション等を
用いて、可能な限り飛沫拡散防止の
対策を施し、換気も実施します。

感染症室利用者には、以下のことを
説明します。
・一般避難スペースの体育館等には
無断で立ち入らない
・トイレは専用のトイレを使用する
・ゴミ箱は個別に設けた専用のもの
を使う
・避難所を出る際は、必ず職員に声
をかける
・職員を呼び出す際は、呼び出しボ
タンやトランシーバーを使う
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避難所の運営のポイント（感染症対策）

トイレの運用など

避難所が断水した場合や、清潔
な飲み水の確保のため給水タン
クの水を使用制限する場合には、
トイレでは水が流せません。

この場合は、ビニール袋内に用
を足して凝固剤で固め、袋を
縛って捨てる簡易トイレを使用
します。
（※写真では、見学者に見えるよう
にするため廊下で実演説明していま
すが、実際はトイレの個室内に設置
します。）

使用できないトイレは使用禁止
にして、その旨を掲示します。

避難所の開設にあたっては、水
が流れない便器を使用されてし
まう前に、早期に簡易トイレを
セットする必要がある場合があ
ります。

トイレの床掃除は、清掃用の
使い捨てシートが望ましい。

清掃活動（トイレ清掃含む）では、
ガウン（使い捨てレインコート）の
着用までは推奨されていないが、汚
物処理など状況に応じてガウンを着
用する。

使用済みのガウン、手袋は、表面に
触らないように気を付けながら脱い
でゴミ袋に捨てる。フェイスシール
ドは洗浄消毒のうえ再利用する場合
あり。

トイレのゴミ箱は蓋つきが望ましく、
ゴミ袋は2重にする。
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避難所の運営のポイント（感染症対策）

関係様式など

受付番号カード 表 裏

受付で避難者に受付番号カー
ドを渡すのは、清田区独自の
運用となります。

受付番号カードを各避難者の
滞在場所（床）に置く（貼
る）ことで、避難スペースの
番号管理をします。

このため、避難スペースの番
号は受付番号と同一となりま
す。

避難者受付簿（様式４－１）

受付番号ごとに、避難者の人数を記入
します。

臨時受付で受付した避難者も同一の様
式で番号管理します。

感染症室に誘導した避難者については、
その旨を付記します。
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健康チェックリスト

氏名などを記入する避難者名簿
は、受付で避難者に渡して、避
難者が記入した後でスタッフが
回収します。

避難者に渡す際に、スタッフが
右上のマスに受付番号を記入し
ます。

受付番号カードを使用すること
により、受付番号がそのまま避
難スペースの番号となります。

回収時、受付番号カードの番号
と避難者名簿の受付番号が一致
しているか確認します。

避難者名簿（様式４－２）

健康チェックリストは、人数分
を避難者に渡して、避難者に健
康状態について記入してもらい
ます。

健康チェックリストは清田区独
自の運用となります。

避難者に渡す際に、スタッフが
右上のマスに受付番号を記入し
ます。

避難者名簿（様式４－２）と一
緒にスタッフが回収します。

健康チェックリストには、個人
名を記入する必要はありません
が、健康の不調等についての回
答があれば、詳細の聞き取りを
行います。
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避難所でのルール

感染症室を利用される方へ

避難者に注意を促すお知らせです。

「避難所でのルール」は、一般受
付、臨時受付いずれでも避難者に
配布します。

「感染症室を利用される方へ」は、
臨時受付で受付し、感染症室に案
内する避難者に配布します。

表 裏
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